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要
　
　
旨

　
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
―
Ｃ
ｏ
Ｖ
―
２
感
染
後
の
症
状
が
遷
延
し
た
38
歳
男
性

の
Ｌ
ｏ
ｎ
ｇ 

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
に
対
し
、
太
陰
病
の
方
剤
で
あ
る
人
参

養
栄
湯
・
黄
耆
建
中
湯
・
半
夏
白
朮
天
麻
湯
を
症
状
の
経
過
に
応
じ

て
併
用
し
た
。
西
洋
薬
の
対
症
療
法
・
段
階
的
活
動
再
開
・
認
知
行

動
療
法
を
並
行
し
て
実
施
し
、
約
２
年
半
の
継
続
で
疲
労
・
頭
痛
・

ブ
レ
イ
ン
フ
ォ
グ
・
腹
部
症
状
の
軽
減
と
就
労
復
帰
を
得
た
。
人
参

養
栄
湯
に
よ
る
気
血
双
補
、
黄
耆
建
中
湯
に
よ
る
補
脾
作
用
、
半
夏

白
朮
天
麻
湯
の
天
麻
に
よ
る
内
風
を
整
え
る
作
用
が
有
効
で
あ
っ
た

可
能
性
が
あ
る
。
一
般
内
科
外
来
で
も
処
方
可
能
な
漢
方
エ
キ
ス
製

剤
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
病
態
が
多
層
的
な
Ｌ
ｏ
ｎ
ｇ 

Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
に
対
応
で
き
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド
：
Ｌ
ｏ
ｎ
ｇ 

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
、
ブ
レ
イ
ン
フ
ォ
グ
、
人
参

養
栄
湯
、
黄
耆
建
中
湯
、
半
夏
白
朮
天
麻
湯
、
認
知
行

動
療
法

　
　
　
緒
　
　
言

　
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
―
Ｃ
ｏ
Ｖ
―
２
感
染
後
３
カ
月
以
上
持
続
、
あ
る
い
は

新
規
出
現
す
る
多
系
統
症
状
を
呈
す
る
状
態
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
は
ｐ
ｏ

ｓ
ｔ 

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
ｃ
ｏ
ｎ
ｄ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
（
い
わ
ゆ
る
Ｌ
ｏ
ｎ

ｇ
　
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
）
と
定
義
さ
れ
る（
１
）。
疫
学
的
に
は
地
域
・
時
期
に

よ
り
幅
が
あ
る
が
、
世
界
の
累
積
患
者
は
約
４
億
人
で
あ
り
、
成
人

の
２
０
２
４
年
現
在
の
有
病
率
は
概
ね
６
～
７
％
と
推
定
さ
れ
（
米

国
成
人
の
横
断
デ
ー
タ
で
は
２
０
２
４
年
３
月
時
点
で
6.7
％
）、
小
児
は

研
究
間
差
が
大
き
い
も
の
の
、
有
病
率
は
１
～
２
％
程
度
と
す
る
報

告
が
あ
る（
２
）。

症
状
は
疲
労
、
労
作
時
呼
吸
困
難
、
胸
痛
、
認
知
機
能

人
参
養
栄
湯
、
黄
耆
建
中
湯
お
よ
び
半
夏
白
朮
天
麻
湯
と
西
洋
薬
の
併
用
で

　
Ｌｏ
ｎｇ 

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
が
２
年
半
か
け
て
寛
解
し
た
１
例

○
　1）2）

小

林

千

春

症例_小林先生.indd   1症例_小林先生.indd   1 2026/03/05   13:182026/03/05   13:18



漢方の臨床　第 73 巻第 3号（2026） （20）304（x）2漢方の臨床　第 73 巻第 3 号（2026）

低
下
（
い
わ
ゆ
る
ブ
レ
イ
ン
フ
ォ
グ
）、
自
律
神
経
障
害
（Postural 

O
rthostatic T

achycardia Syndrom
e

：
Ｐ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
を
含
む
）
な
ど
多

岐
に
及
（
１
）（
２
）

ぶ
。
想
定
さ
れ
る
病
態
は
ウ
イ
ル
ス
の
持
続
感
染
、
免
疫
・

補
体
系
の
異
常
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
障
害
、
微
小
血
栓
／
血
管
の
炎

症
、
腸
内
細
菌
叢
の
乱
れ
な
ど
が
重
層
的
に
関
与
す
る
ヘ
テ
ロ
な
ス

ペ
ク
ト
ラ
ム
と
整
理
さ（
３
）〜（
５
）

れ
る
。
経
済
的
損
失
は
莫
大
で
、
総
論
的
レ

ビ
ュ
ー
は
世
界
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
１
％
（
推
定
１
兆
ド
ル
）
に
相
当
す
る

規
模
と
概
算
し
て
い
る（
２
）。

　
治
療
に
関
し
て
は
、
明
確
に
確
立
し
た
標
準
治
療
は
未
だ
な
く
、

症
候
学
に
基
づ
く
対
症
療
法
と
段
階
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
中

心
で
あ
る（
６
）。
予
防
的
側
面
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
急
性
期
の
抗
ウ

イ
ル
ス
薬
投
与
（
例
：nirm

atrelvir/ritonavir
）
が
Ｌ
ｏ
ｎ
ｇ
　
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
の
リ
ス
ク
低
下
と
関
連
す
る
観
察
研
究
が
蓄
積（
７
）（
８
）
し
、
メ
ト

ホ
ル
ミ
ン
は
無
作
為
化
試
験
で
発
症
抑
制
効
果
（
約
41
％
相
対
減
）

を
示
し
た
が
、
い
ず
れ
も
適
応
・
対
象
の
最
適
化
や
再
現
性
確
認
が

課
題
と
し
て
残
）
（９

（
９
）（る
。
ま
た
、
一
部
の
症
状
群
（
疲
労
・
不
眠
・
不
安

な
ど
）
に
対
し
て
は
、
認
知
行
動
療
法
（Cognitive Behavior 

T
herapy

：
Ｃ
Ｂ
Ｔ
）
が
Ｑ
Ｏ
Ｌ
指
標
を
改
善
し
う
る
ラ
ン
ダ
ム
化

試
験
が
報
告
さ
れ
て
い
る）
（（
（

。

　
本
邦
で
は
、
Ｌ
ｏ
ｎ
ｇ
　
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
に
対
す
る
漢
方
治
療
の
使

用
実
態
や
有
用
性
が
観
察
研
究
や
症
例
報
告
と
し
て
蓄
積
し
つ
つ
あ

り
）
（1
）（
（1
（

、
人
参
養
栄
湯
に
よ
る
疲
労
・
脱
毛
の
改
善
例
）
（1
（

も
あ
る
。
一

方
、
半
夏
白
朮
天
麻
湯
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
に
対
す
る
認

知
機
能
・
め
ま
い
の
改
善
報
告
が
あ
る）
（1
（

。
た
だ
し
、
半
夏
白
朮
天
麻

湯
を
Ｌ
ｏ
ｎ
ｇ
　
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
の
認
知
機
能
低
下
に
使
用
し
た
報
告

は
な
く
、
複
数
の
エ
キ
ス
剤
を
西
洋
薬
や
心
理
社
会
的
介
入
と
計
画

的
に
併
用
し
、
長
期
間
（
２
年
超
）
で
寛
解
に
至
っ
た
詳
細
経
過
の

報
告
は
限
ら
れ
る
。
本
報
告
で
は
、
人
参
養
栄
湯
・
黄
耆
建
中
湯
・

半
夏
白
朮
天
麻
湯
を
症
状
に
応
じ
て
併
用
し
、
認
知
行
動
療
法
等
と

組
み
合
わ
せ
て
約
２
年
半
で
職
場
復
帰
に
至
っ
た
Ｌ
ｏ
ｎ
ｇ
　
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
の
１
例
を
提
示
す
る
。

　
　
　
症
　
　
例

【
症
　
例
】　
38
歳
、
男
性

【
主
　
訴
】　
倦
怠
感
、
頭
痛
、
ブ
レ
イ
ン
フ
ォ
グ
、
腹
痛

【
既
往
歴
】　
過
敏
性
腸
症
候
群
、
脂
質
異
常
症
、
う
つ
病
（
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
罹
患
前
は
寛
解
）

【
生
活
歴
】　
飲
酒
：
な
し
、
喫
煙
：
な
し

【
家
族
歴
】　
特
記
な
し

【
現
病
歴
】　
Ｘ
年
３
月
に
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
陽
性
と
な
り
、
発
熱
や

倦
怠
感
、
頭
痛
と
ブ
レ
イ
ン
フ
ォ
グ
、
咳
、
腹
痛
が
持
続
す
る
た

め
、
Ｘ
年
４
月
に
当
院
漢
方
内
科
を
受
診
さ
れ
た
。
発
熱
と
咳
は
比

較
的
早
期
に
改
善
し
た
も
の
の
、
倦
怠
感
や
頭
痛
、
ブ
レ
イ
ン
フ
ォ

グ
な
ど
の
症
状
が
持
続
し
た
。
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【
現
　
症
】　
身
長
188
㎝ 
、
体
重
95
㎏ 
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
26
・
８
 ㎏ 
／
㎡ 
。
診

察
室
血
圧
132
／
76
㎜ 
Hg
、
脈
拍
71
回
／
分
。
理
学
所
見
に
明
ら
か
な

異
常
は
な
い
。

　
日
中
の
眠
気
を
自
己
評
価
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｓ
（Epw

orth Sleepiness 
Scale

）
14
点
（
11
点
以
上
で
陽
性
）
だ
が
、
簡
易
Ｐ
Ｓ
Ｇ
で
Ｒ
Ｅ
Ｉ

1.4
／
時
で
閉
塞
性
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
は
否
定
的
で
あ
っ
た
。
血

液
検
査
は
脂
質
異
常
以
外
に
特
記
所
見
は
認
め
な
か
っ
た
（
Ｌ
Ｄ
Ｌ

─Ｃ
145
㎎ 
／
dL
、
Ｔ
Ｇ
285
㎎ 
／
dL
、
Ｔ
Ｓ
Ｈ
０
・
698
µIU
／
mL
、
コ
ル
チ

ゾ
ー
ル
10
・
９
µg
／
dL
）。

【
漢
方
医
学
的
所
見
】

（
自
覚
症
状
）　
疲
れ
や
す
い
、
頭
が
ぼ
ん
や
り
す
る
、
頭
痛
、
め
ま

い
、
腹
痛
、
時
々
下
痢
を
す
る
。

（
他
覚
所
見
）　
中
肉
中
背
の
男
性
。
舌
候
は
薄
い
白
苔
。
脈
候
は

沈
・
虚
。
腹
候
は
腹
力
中
程
度
で
、
心
下
痞
鞕
、
小
腹
不
仁
を
認
め

た
。
四
肢
の
冷
え
は
目
立
た
な
い
。

【
経
　
過
】（
図
１
）　
少
陽
病
に
由
来
す
る
発
熱
と
咳
は
比
較
的
早

期
に
改
善
し
た
が
、
全
身
倦
怠
感
・
頭
痛
・
ブ
レ
イ
ン
フ
ォ
グ
・
腹

部
症
状
が
遷
延
し
、
柴
胡
剤
お
よ
び
参
耆
剤
等
を
用
い
た
が
難
治
で

あ
り
、
Ｘ
＋
１
年
４
月
よ
り
処
方
を
固
定
化
す
る
方
針
と
し
た
。
六

病
位
に
つ
い
て
、
少
陰
病
に
特
徴
的
な
全
身
の
冷
え
は
目
立
た
ず
、

訴
え
も
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
こ
と
か
ら
「
但
欲
寐
」
と
い
う
ほ
ど
活
動

量
が
落
ち
て
い
な
い
印
象
で
あ
り
、
気
血
両
虚
を
伴
う
太
陰
病
と
考

図１　症例の経過図
ブレインフォグと下痢、心下痞硬および小腹不仁の所見を考慮して人参養栄湯から開始。腹
痛および下痢に対して黄耆建中湯を併用し、西洋薬を適宜追加した。職場復帰後に頭痛やめ
まい、不安感が悪化したため、半夏白朮天麻湯を追加した。
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は
じ
め
に

　
め
ま
い
は
日
常
診
療
で
よ
く
遭
遇
す
る
症
候
の
一
つ
で
あ
る
が
、

小
児
例
は
少
な
く
、
成
人
の
１
％
程
度
の
頻
度
と
言
わ
れ
て
い
る（
１
）。

内
訳
と
し
て
は
乳
幼
児
、
学
童
期
、
青
年
期
い
ず
れ
の
世
代
で
も
片

頭
痛
に
関
連
し
た
め
ま
い
が
最
も
多
く（
２
）、
２
０
２
１
年
に
国
際
バ
ラ

ニ
ー
学
会
と
国
際
頭
痛
学
会
と
の
共
同
で
小
児
前
庭
性
片
頭
痛
（
Ｖ

Ｍ
Ｃ
：vestibular m

igraine of childhood

）、
小
児
前
庭
性
片
頭
痛

疑
い（probable V

M
C

）、
小
児
反
復
性
め
ま
い
（
Ｒ
Ｖ
Ｃ
：recurrent 

vertigo of childhood

）
の
診
断
基
準（
３
）が
報
告
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も

片
頭
痛
の
関
連
疾
患
で
あ
り
、
予
防
薬
と
し
て
は
シ
プ
ロ
ヘ
プ
タ
ジ

ン
が
用
い
ら
れ
（
２
）（
４
）
る
。
実
臨
床
で
も
シ
プ
ロ
ヘ
プ
タ
ジ
ン
の
効
果
は
実

感
す
る
が
、
中
止
と
と
も
に
症
状
が
再
燃
し
て
し
ま
う
例
も
経
験

し
、
苦
慮
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
今
回
、
シ
プ
ロ
ヘ
プ
タ
ジ
ン
に
小
建
中
湯
を
併
用
す
る
こ
と
で
再

燃
を
防
止
で
き
た
２
例
を
経
験
し
た
の
で
、
若
干
の
考
察
を
加
え
て

報
告
す
る
。

　
　
　
症
　
　
例

【
症
例
１
︼　
７
歳
、
女
児

【
主
　
訴
︼　
め
ま
い

【
既
往
歴
︼　
特
記
事
項
な
し

【
家
族
歴
︼　
母
親
：
片
頭
痛

【
現
病
歴
】　
１
年
程
前
か
ら
、
特
に
誘
引
な
く
突
然
目
が
回
る
こ
と

東
京
医
大
漢
方
医
学
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
（
58
）

最
近
の
カ
ル
テ
か
ら

片
頭
痛
に
関
連
し
た
小
児
の
め
ま
い
に
小
建
中
湯
が
奏
効
し
た
２
例

○
1）2）3）

平
澤
一
浩
・

　1） 4）

矢
数
芳
英
・

　1）5）

渡
邉
秀
裕
・

　1）6）

伊
藤
正
裕

　1） 7）

班
目
有
加
・

　1）8）

一
木
昭
人
・
　 1）

及
川
哲
郎
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が
あ
っ
た
。
発
作
の
頻
度
は
徐
々
に
増
え
、
最
近
で
は
２
週
間
に
１

回
程
度
と
な
り
、
当
院
小
児
科
を
受
診
。
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
脳
波
の
検

査
を
行
っ
た
が
異
常
な
く
、
当
科
へ
コ
ン
サ
ル
ト
が
あ
っ
た
。
蝸
牛

症
状
や
頭
痛
は
な
い
（
も
と
も
と
頭
痛
持
ち
で
も
な
い
）。
発
作
中
は

蛍
光
灯
が
ま
ぶ
し
く
、
テ
レ
ビ
の
音
も
響
く
。
１
回
の
発
作
は
６
時

間
以
上
持
続
し
た
。

【
西
洋
医
学
的
所
見
】　
体
温
36
・
７
℃
、
脈
拍
92
回
／
分
、
血
圧
96

／
66 

mm 

Hg
、
身
長
107 

cm
、
体
重
17 
kg
。
耳
内
に
異
常
所
見
な
し
。
注

視
眼
振
な
し
、
頭
位
・
頭
位
変
換
眼
振
な
し
、
頭
振
後
眼
振
な
し
、

体
幹
失
調
な
し
、
ほ
か
神
経
学
的
に
特
記
す
べ
き
異
常
所
見
な
し
。

聴
力
検
査
は
右
16
・
３
dB
、
左
17
・
５
dB
（
４
分
法
）
で
両
側
正

常
。

【
経
過
１
︼　probable V

M
C

と
診
断
し
、
シ
プ
ロ
ヘ
プ
タ
ジ
ン
シ

ロ
ッ
プ
（
０
・
04
％
）
10 

mL
／
日
を
処
方
し
た
。
２
週
後
に
少
し
く

ら
く
ら
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
症
状
な
く
経
過
。
12
週

後
に
５
mL
／
日
に
減
量
し
、
16
週
後
に
終
了
と
し
た
。
し
か
し
そ
の

２
週
後
に
め
ま
い
が
再
燃
し
た
た
め
、
シ
プ
ロ
ヘ
プ
タ
ジ
ン
シ
ロ
ッ

プ
（
０
・
04
％
）
10 

mL
／
日
を
再
開
し
、
漢
方
治
療
の
追
加
を
検
討

し
た
。

【
漢
方
医
学
的
所
見
︼　
問
診
：
食
摂
取
量
は
少
な
め
、
排
便
は
２
日

に
１
回
程
度
で
時
々
腹
痛
あ
り
。
聞
診
：
声
は
小
さ
め
で
お
と
な
し

い
。
望
診
：
顔
面
紅
潮
な
し
。
舌
診
は
、
舌
色
は
淡
紅
色
、
胖
大
な

し
、
歯
痕
な
し
、
舌
体
は
乾
湿
中
等
度
で
微
白
苔
を
被
る
、
舌
下
静

脈
怒
張
な
し
。
切
診
：
脈
診
は
脈
力
や
や
弱
。
腹
診
は
く
す
ぐ
っ
た

が
っ
て
し
ま
い
困
難
。

【
経
過
２
︼　
や
や
虚
証
で
脾
虚
が
あ
る
こ
と
、
腹
診
で
く
す
ぐ
っ
た

が
る
こ
と
か
ら
、
小
建
中
湯
7.5
ｇ
／
日
を
追
加
で
処
方
し
た
。
投
与

後
か
ら
は
症
状
な
く
経
過
し
、
８
週
後
、
シ
プ
ロ
ヘ
プ
タ
ジ
ン
シ

ロ
ッ
プ
（
０
・
04
％
）
を
５
mL
／
日
に
減
量
。
そ
の
頃
か
ら
排
便
が

毎
日
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
16
週
後
、
シ
プ
ロ
ヘ
プ
タ
ジ
ン
シ

ロ
ッ
プ
（
０
・
04
％
）
を
終
了
し
、
小
建
中
湯
の
み
継
続
。
24
週

後
、
食
事
摂
取
量
も
増
え
て
お
り
、
小
建
中
湯
を
廃
薬
と
し
た
。
以

後
、
再
燃
な
く
経
過
し
て
い
る
。

【
症
例
２
︼　
５
歳
、
男
児

【
主
　
訴
︼　
め
ま
い

【
既
往
歴
︼　
特
記
事
項
な
し

【
家
族
歴
︼　
母
親
：
片
頭
痛

【
現
病
歴
】　
半
年
前
か
ら
、
特
に
誘
引
な
く
目
が
ぐ
ら
ぐ
ら
し
て
座

り
込
む
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
月
に
１
回
程
度
で
繰
り
返
す
た

め
、
当
院
小
児
科
を
受
診
。
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
脳
波
の
検
査
を
行
っ
た

が
異
常
な
く
、
当
科
へ
コ
ン
サ
ル
ト
が
あ
っ
た
。
発
作
が
起
こ
る
と

数
時
間
以
上
は
目
が
変
だ
と
い
う
。
頭
痛
を
訴
え
た
こ
と
は
な
い
。

【
西
洋
医
学
的
所
見
】　
体
温
36
・
８
℃
、
脈
拍
102
回
／
分
、
血
圧
92
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／
65 

mm 

Hg
、
身
長
102 

cm
、
体
重
17 

kg
。
耳
内
に
異
常
所
見
な
し
。
注

視
眼
振
な
し
、
頭
位
・
頭
位
変
換
眼
振
な
し
、
体
幹
失
調
な
し
、
ほ

か
神
経
学
的
に
特
記
す
べ
き
異
常
所
見
な
し
。
聴
力
検
査
は
右
23
・

８
dB
、
左
17
・
５
dB
（
４
分
法
）
で
両
側
正
常
。

【
経
過
１
︼　
Ｒ
Ｖ
Ｃ
と
診
断
し
、
シ
プ
ロ
ヘ
プ
タ
ジ
ン
シ
ロ
ッ
プ

（
０
・
04
％
）
８
mL
／
日
を
処
方
し
た
。
そ
の
後
は
症
状
な
く
経
過

し
、
８
週
後
に
４
mL
／
日
へ
減
量
。
12
週
後
に
終
了
と
し
た
。
し
か

し
そ
の
４
週
後
に
め
ま
い
が
再
燃
し
た
た
め
、
シ
プ
ロ
ヘ
プ
タ
ジ
ン

シ
ロ
ッ
プ
（
０
・
04
％
）
８
mL
／
日
を
再
開
し
、
漢
方
治
療
の
追
加

を
検
討
し
た
。

【
漢
方
医
学
的
所
見
︼　
問
診
：
食
事
摂
取
量
は
少
な
め
、
あ
ま
り
活

発
で
は
な
い
、
排
便
は
２
日
に
１
回
程
度
で
便
秘
が
ち
、
時
々
腹
痛

を
訴
え
る
。
聞
診
：
声
は
小
さ
め
で
お
と
な
し
い
。
望
診
：
顔
面
紅

潮
な
し
、
顔
貌
は
無
欲
様
。
舌
診
は
、
舌
色
は
淡
紅
色
、
胖
大
な

し
、
歯
痕
な
し
、
舌
体
は
乾
湿
中
等
度
で
微
白
苔
を
被
る
、
舌
下
静

脈
怒
張
な
し
。
切
診
：
脈
診
は
脈
力
や
や
弱
。
腹
診
は
く
す
ぐ
っ
た

が
っ
て
し
ま
い
困
難
。

【
経
過
２
︼　
や
や
虚
証
で
脾
虚
が
あ
る
こ
と
、
腹
診
で
く
す
ぐ
っ
た

が
る
こ
と
か
ら
、
小
建
中
湯
5.0
ｇ
／
日
を
追
加
で
処
方
し
た
。
投
与

後
か
ら
は
症
状
な
く
経
過
し
、
８
週
後
、
シ
プ
ロ
ヘ
プ
タ
ジ
ン
シ

ロ
ッ
プ
（
０
・
04
％
）
を
４
mL
／
日
に
減
量
。
そ
の
頃
か
ら
排
便
が

毎
日
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
16
週
後
、
シ
プ
ロ
ヘ
プ
タ
ジ
ン
シ

ロ
ッ
プ
（
０
・
04
％
）
を
終
了
し
、
小
建
中
湯
の
み
継
続
。
28
週

後
、
食
事
摂
取
量
も
増
え
て
お
り
、
小
建
中
湯
を
廃
薬
と
し
た
。
以

後
、
再
燃
な
く
経
過
し
て
い
る
。

　
　
　
考
　
　
察

　
小
建
中
湯
の
原
典
は
『
傷
寒
論
』
と
『
金
匱
要
略
』
で
、『
金
匱

要
略
』
に
は
「
虚
労
、
裏
急
。
悸
、
衂
、
腹
中
痛
ミ
、
夢
ニ
失
精

シ
、
四
肢
痠
痛
シ
、
手
足
煩
熱
シ
、
咽
乾
シ
テ
口
燥
ス
ル
ハ
小
建
中

湯
之
ヲ
主
ル
」
と
あ
り
、
本
例
と
は
腹
痛
症
状
が
一
致
し
て
い
た
。

処
方
構
成
は
桂
枝
（
今
回
用
い
た
エ
キ
ス
剤
は
厳
密
に
は
桂
皮
だ
が
、

以
下
、
桂
枝
と
し
て
考
察
す
る
）、
芍
薬
、
大
棗
、
生
姜
、
甘
草
か
ら

な
る
桂
枝
加
芍
薬
湯
に
、
補
養
効
果
を
持
ち
消
化
機
能
を
高
め
る
膠

飴
が
加
わ
っ
て
い
（
５
）（
６
）る。
胃
腸
機
能
が
弱
く
腹
痛
を
訴
え
る
虚
弱
児

や
、
消
耗
性
疾
患
に
用
い
ら
れ
（
６
）（
７
）
る
。
本
例
も
脾
虚
が
あ
り
、
や
や
虚

弱
な
児
で
あ
っ
た
。
腹
証
と
し
て
は
腹
直
筋
の
緊
張
が
特
徴
だ（
７
）（
８
）

が
、

小
児
は
く
す
ぐ
っ
た
が
る
こ
と
も
あ
り（
７
）、

本
例
も
く
す
ぐ
っ
た
が
る

児
で
あ
っ
た
。
実
際
に
小
建
中
湯
を
投
与
し
、
便
通
の
改
善
や
食
事

摂
取
量
の
増
加
が
み
ら
れ
、
め
ま
い
も
制
御
さ
れ
、
有
効
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
渉
猟
し
た
限
り
で
は
原
典
に
め
ま
い
に
関
す
る
記
載

は
見
当
た
ら
な
い
。
小
野
遜
輯
の
『
生
々
堂
治
験
』
に
「
一
男
子
久

ク
頭
痛
ヲ
患
、
立
則
暈
倒
、
医
以
テ
黴
毒
為
シ
、
与
芎
黄
湯
及
軽
粉

巴
豆
ノ
之
類
ヲ
與
、
之
ヲ
攻
フ
、
数
百
日
。
先
生
之
診
ス
ル
ニ
、
心
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　医
師
・
薬
剤
師
リ
レ
ー
治
験
録

　（234）

炙
甘
草
湯
が
慢
性
扁
桃
炎
に
効
果
を
示
し
た
症
例

○
　1）

永
田
和
也
・
　2）

蓮
村
幸
兌
・
　3）

千
田
五
月

　
　
　

は
じ
め
に　

　

炙
甘
草
湯
は
動
悸
、
特
に
バ
セ
ド
ウ
病
に
伴
う
動
悸
や
不
整
脈
に

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
今
回
、
慢
性
扁
桃
炎
に
対
し
て
本
方
を

用
い
、
良
好
な
効
果
を
得
た
症
例
を
経
験
し
た
。
炙
甘
草
湯
の
選
定

に
至
る
ま
で
に
は
多
大
な
時
間
を
要
し
た
が
、
本
症
例
を
通
じ
て

「
寒
熱
」
の
み
な
ら
ず
「
燥
」
の
概
念
を
再
認
識
す
る
機
会
を
得
た
。

治
療
経
過
に
お
い
て
紆
余
曲
折
を
経
た
症
例
で
は
あ
る
が
、
一
助
と

な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
　
　症

　
　例

【
症

　例
】　
74
歳
、
女
性
（
筆
者
の
実
母
）

【
主

　訴
】　
10
年
以
上
前
か
ら
繰
り
返
す
扁
桃
炎

【
既
往
歴
】　
子
宮
筋
腫

【
現
病
歴
】　
脂
質
異
常
症
、
慢
性
胃
炎
、
逆
流
性
食
道
炎
、
不
眠
、

便
秘

【
患
者
の
特
徴
】　
慢
性
胃
炎
を
有
し
、
食
は
細
く
、
痩
せ
型
で
疲
れ

や
す
い
。
過
食
に
よ
り
胃
も
た
れ
や
胃
痛
を
き
た
し
、
冷
え
や
疲
労

に
よ
っ
て
も
胃
痛
を
訴
え
る
。
胃
痛
時
に
は
背
部
痛
を
伴
う
こ
と
が

多
い
。
胃
弱
は
幼
少
期
か
ら
で
、
か
つ
て
は
頻
繁
に
寝
込
ん
で
い
た

が
、
中
年
期
以
降
は
減
少
し
た
。
便
秘
も
長
年
の
悩
み
で
あ
り
、
15

年
以
上
前
か
ら
大
甘
丸
（
ウ
チ
ダ
和
漢
薬
）
を
常
用
し
て
い
る
。
基

本
的
に
は
冷
え
症
で
あ
り
、
ほ
て
り
の
自
覚
は
な
い
。
冬
季
は
常
に

背
部
に
悪
寒
（
ゾ
ク
ゾ
ク
す
る
感
覚
）
が
あ
る
。
舌
質
は
紅
で
荒
れ
や

す
く
、
軽
度
の
裂
紋
も
認
め
ら
れ
る
。
疲
労
蓄
積
時
に
は
、
舌
に
ピ

リ
ピ
リ
・
ヒ
リ
ヒ
リ
と
し
た
痛
み
を
感
じ
、
口
唇
が
腫
脹
す
る
こ
と
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も
あ
る
。
性
格
は
神
経
質
。
自
営
業
ゆ
え
に
心
労
が
多
く
、
入
眠
障

害
が
あ
る
。
ま
た
、
中
途
覚
醒
や
早
朝
覚
醒
も
頻
回
で
あ
り
、
近
医

に
て
内
服
薬
（
リ
ー
ゼ
）
が
処
方
さ
れ
て
い
る
。
数
年
前
よ
り
、
喀

痰
を
伴
わ
な
い
乾
性
の
咳
嗽
が
増
加
し
た
。
主
訴
で
あ
る
喉
の
痛
み

や
発
熱
な
ど
の
急
性
症
状
は
10
年
以
上
前
か
ら
反
復
し
て
お
り
、
そ

の
都
度
、
耳
鼻
咽
喉
科
を
受
診
。
抗
菌
薬
、
ト
ラ
ネ
キ
サ
ム
酸
、
ア

ズ
レ
ン
う
が
い
薬
、
お
よ
び
後
述
す
る
各
種
漢
方
薬
が
処
方
さ
れ
て

い
た
。
基
幹
病
院
で
の
精
査
で
も
特
段
の
異
常
は
認
め
ら
れ
ず
、「
慢

性
扁
桃
炎
」
と
の
診
断
で
あ
っ
た
。
根
治
に
は
手
術
を
要
す
る
と
さ

れ
た
が
、
本
人
が
希
望
し
な
か
っ
た
た
め
経
過
観
察
と
な
っ
て
い
た
。

【
こ
れ
ま
で
の
経
過
】　

　
前
期
：
田
畑
隆
一
郎
先
生
に
よ
る
治
療
、
中
期
：
耳
鼻
科
の
医
師

に
よ
る
治
療
、
後
期
：
筆
者
に
よ
る
治
療

　～
前
期
～
　
完
全
な
陰
証
・
虚
証
体
質
で
あ
る
。
以
前
、
師
で
あ

る
田
畑
隆
一
郎
先
生
か
ら
は
、
当
時
の
腹
満
症
状
に
対
し
桂
枝
加
芍

薬
湯
と
便
秘
時
の
大
甘
丸
が
処
方
さ
れ
、
長
期
服
用
し
て
い
た
。
腹

満
は
解
消
し
た
が
、
約
10
年
前
か
ら
扁
桃
炎
の
症
状
が
現
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
以
後
、
治
療
の
主
眼
は
扁
桃
炎
へ
と
移
行
。
不
眠
症
状

を
考
慮
し
柴
胡
桂
枝
乾
姜
湯
（
煎
じ
薬
）
１
日
２
回
、
お
よ
び
桂
枝

茯
苓
丸
20
丸
を
１
日
１
回
服
用
し
た
。
急
性
期
に
は
葛
根
加
半
夏
湯

や
麻
黄
附
子
細
辛
湯
な
ど
で
対
応
し
て
い
た
。
当
時
、
学
生
で
あ
っ

た
筆
者
は
、
母
の
性
格
か
ら
柴
胡
桂
枝
乾
姜
湯
が
適
方
で
あ
り
、
継

続
に
よ
り
慢
性
扁
桃
炎
も
改
善
す
る
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
数

年
の
服
用
を
経
て
も
改
善
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
～
中
期
～
　
耳
鼻
咽
喉
科
に
お
い
て
、
加
味
帰
脾
湯
、
六
君
子

湯
、
補
中
益
気
湯
、
十
全
大
補
湯
、
茯
苓
飲
合
半
夏
厚
朴
湯
（
い
ず

れ
も
ツ
ム
ラ
）
な
ど
が
順
次
試
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
発
作
の
頻
度

は
不
変
で
あ
り
、
定
期
的
な
喉
の
痛
み
、
微
熱
、
時
に
嗄
声
を
繰
り

返
し
た
。
本
人
に
よ
れ
ば
、
急
性
発
作
は
「
①
疲
労
蓄
積
時
」「
②

精
神
的
ス
ト
レ
ス
下
」「
③
遠
出
の
前
」「
④
季
節
の
変
わ
り
目
」
の

い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
複
合
的
要
因
で
発
生
す
る
と
い
う
。
自
律
神

経
系
の
乱
れ
に
伴
い
増
悪
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
柴
胡
桂
枝
乾
姜
湯

が
や
は
り
適
応
と
思
わ
れ
た
が
奏
効
し
な
か
っ
た
。
次
い
で
、
一
番

の
ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
脾
胃
の
機
能
を
立
て
直
す
こ
と
で
本

治
か
ら
標
治
へ
流
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
が
、
耳
鼻
科
処

方
の
変
遷
の
中
で
そ
の
可
能
性
も
否
定
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
本
人
は

「
体
力
が
つ
い
て
き
た
」「
疲
れ
に
く
く
な
っ
た
」
と
述
べ
て
お
り
、

脾
胃
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
全
般
的
な
体
調
底
上
げ
に
寄
与
し
た
こ
と

は
確
か
で
あ
っ
た
。

　
～
後
期
～
　
筆
者
の
開
局
に
伴
い
、
治
療
を
引
き
継
い
だ
。
ま

ず
、
心
下
部
痛
が
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
陰
証
・
虚
証
の
人
参
湯

（
煎
じ
薬
）
を
選
択
し
た
が
、
乾
姜
が
刺
激
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

か
胃
痛
を
誘
発
し
た
た
め
中
止
。
次
に
、
実
証
に
振
っ
て
み
よ
う
と

清
熱
作
用
（
黄
連
・
黄
芩
）
を
期
待
し
て
半
夏
瀉
心
湯
（
コ
タ
ロ
ー
）
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も
あ
る
。
性
格
は
神
経
質
。
自
営
業
ゆ
え
に
心
労
が
多
く
、
入
眠
障

害
が
あ
る
。
ま
た
、
中
途
覚
醒
や
早
朝
覚
醒
も
頻
回
で
あ
り
、
近
医

に
て
内
服
薬
（
リ
ー
ゼ
）
が
処
方
さ
れ
て
い
る
。
数
年
前
よ
り
、
喀

痰
を
伴
わ
な
い
乾
性
の
咳
嗽
が
増
加
し
た
。
主
訴
で
あ
る
喉
の
痛
み

や
発
熱
な
ど
の
急
性
症
状
は
10
年
以
上
前
か
ら
反
復
し
て
お
り
、
そ

の
都
度
、
耳
鼻
咽
喉
科
を
受
診
。
抗
菌
薬
、
ト
ラ
ネ
キ
サ
ム
酸
、
ア

ズ
レ
ン
う
が
い
薬
、
お
よ
び
後
述
す
る
各
種
漢
方
薬
が
処
方
さ
れ
て

い
た
。
基
幹
病
院
で
の
精
査
で
も
特
段
の
異
常
は
認
め
ら
れ
ず
、「
慢

性
扁
桃
炎
」
と
の
診
断
で
あ
っ
た
。
根
治
に
は
手
術
を
要
す
る
と
さ

れ
た
が
、
本
人
が
希
望
し
な
か
っ
た
た
め
経
過
観
察
と
な
っ
て
い
た
。

【
こ
れ
ま
で
の
経
過
】　

　
前
期
：
田
畑
隆
一
郎
先
生
に
よ
る
治
療
、
中
期
：
耳
鼻
科
の
医
師

に
よ
る
治
療
、
後
期
：
筆
者
に
よ
る
治
療

　～
前
期
～
　
完
全
な
陰
証
・
虚
証
体
質
で
あ
る
。
以
前
、
師
で
あ

る
田
畑
隆
一
郎
先
生
か
ら
は
、
当
時
の
腹
満
症
状
に
対
し
桂
枝
加
芍

薬
湯
と
便
秘
時
の
大
甘
丸
が
処
方
さ
れ
、
長
期
服
用
し
て
い
た
。
腹

満
は
解
消
し
た
が
、
約
10
年
前
か
ら
扁
桃
炎
の
症
状
が
現
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
以
後
、
治
療
の
主
眼
は
扁
桃
炎
へ
と
移
行
。
不
眠
症
状

を
考
慮
し
柴
胡
桂
枝
乾
姜
湯
（
煎
じ
薬
）
１
日
２
回
、
お
よ
び
桂
枝

茯
苓
丸
20
丸
を
１
日
１
回
服
用
し
た
。
急
性
期
に
は
葛
根
加
半
夏
湯

や
麻
黄
附
子
細
辛
湯
な
ど
で
対
応
し
て
い
た
。
当
時
、
学
生
で
あ
っ

た
筆
者
は
、
母
の
性
格
か
ら
柴
胡
桂
枝
乾
姜
湯
が
適
方
で
あ
り
、
継

続
に
よ
り
慢
性
扁
桃
炎
も
改
善
す
る
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
数

年
の
服
用
を
経
て
も
改
善
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
～
中
期
～
　
耳
鼻
咽
喉
科
に
お
い
て
、
加
味
帰
脾
湯
、
六
君
子

湯
、
補
中
益
気
湯
、
十
全
大
補
湯
、
茯
苓
飲
合
半
夏
厚
朴
湯
（
い
ず

れ
も
ツ
ム
ラ
）
な
ど
が
順
次
試
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
発
作
の
頻
度

は
不
変
で
あ
り
、
定
期
的
な
喉
の
痛
み
、
微
熱
、
時
に
嗄
声
を
繰
り

返
し
た
。
本
人
に
よ
れ
ば
、
急
性
発
作
は
「
①
疲
労
蓄
積
時
」「
②

精
神
的
ス
ト
レ
ス
下
」「
③
遠
出
の
前
」「
④
季
節
の
変
わ
り
目
」
の

い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
複
合
的
要
因
で
発
生
す
る
と
い
う
。
自
律
神

経
系
の
乱
れ
に
伴
い
増
悪
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
柴
胡
桂
枝
乾
姜
湯

が
や
は
り
適
応
と
思
わ
れ
た
が
奏
効
し
な
か
っ
た
。
次
い
で
、
一
番

の
ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
脾
胃
の
機
能
を
立
て
直
す
こ
と
で
本

治
か
ら
標
治
へ
流
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
が
、
耳
鼻
科
処

方
の
変
遷
の
中
で
そ
の
可
能
性
も
否
定
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
本
人
は

「
体
力
が
つ
い
て
き
た
」「
疲
れ
に
く
く
な
っ
た
」
と
述
べ
て
お
り
、

脾
胃
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
全
般
的
な
体
調
底
上
げ
に
寄
与
し
た
こ
と

は
確
か
で
あ
っ
た
。

　
～
後
期
～
　
筆
者
の
開
局
に
伴
い
、
治
療
を
引
き
継
い
だ
。
ま

ず
、
心
下
部
痛
が
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
陰
証
・
虚
証
の
人
参
湯

（
煎
じ
薬
）
を
選
択
し
た
が
、
乾
姜
が
刺
激
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

か
胃
痛
を
誘
発
し
た
た
め
中
止
。
次
に
、
実
証
に
振
っ
て
み
よ
う
と

清
熱
作
用
（
黄
連
・
黄
芩
）
を
期
待
し
て
半
夏
瀉
心
湯
（
コ
タ
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